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１ ． は じ め に１ ． は じ め に１ ． は じ め に１ ． は じ め に     

下 仁 田 町 環 境 基 本 計 画 （ 以 下 「 基 本 計 画 」 と い い ま す 。 ） は 、 平 成 １ ９ 年 度 か ら

平 成 ２ ８ 年 度 ま で の １ ０ 年 間 を 計 画 期 間 と し て い ま す 。  

本 書 は 、 基 本 計 画 の 第 ５ 年 次 （ 平 成 ２ ３ 年 度 ） の 取 り 組 み 状 況 に つ い て 報 告 書

に ま と め た も の で す 。  

基 本 計 画 で は １ ０ 年 間 の 内 に 行 う べ き 具 体 的 な 施 策 の 構 成 を ８ つ の 柱 と し て 、 そ

れ ぞ れ の 計 画 に 目 標 と 達 成 の 目 安 を 定 め て お り 、 こ れ に 向 け た 取 り 組 み を 展 開 す る

こ と と し て い ま す 。 （ 表 １ 参 照 ）  

■ 環 境 回 復 に 向 け た 放 射 線 量 低 減 に つ い て■ 環 境 回 復 に 向 け た 放 射 線 量 低 減 に つ い て■ 環 境 回 復 に 向 け た 放 射 線 量 低 減 に つ い て■ 環 境 回 復 に 向 け た 放 射 線 量 低 減 に つ い て     

平 成 ２ ３ 年 ３ 月 １ １ 月 に 発 生 し ま し た 、 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に 伴 う 東 京 電

力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事 故 に よ り 放 出 さ れ た 放 射 能 物 は ２ ５ ０ ㎞ 離 れ た 当

町 に も 飛 散 し て い る こ と が 確 認 さ れ お り 、 環 境 大 臣 の 承 認 を 受 け 「 下 仁 田 町 除 染

実 施 計 画 」 に 基 づ き 環 境 回 復 （ 測 定 調 査 、 除 染 工 事 等 ） に 取 り 組 ん で お り ま す 。    

平 成 ２ ５ 年 度 に つ き ま し て も 、 放 射 線 量 低 減 作 業 を 実 施 さ せ て い た だ き た い と

存 じ ま す の で 、 町 民 の 皆 さ ま の ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。  
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２ ． 基 本 計 画 第 年 次 （ 平 成２ ． 基 本 計 画 第 年 次 （ 平 成２ ． 基 本 計 画 第 年 次 （ 平 成２ ． 基 本 計 画 第 年 次 （ 平 成 ２ ３２ ３２ ３２ ３ 年 度 ） の 取 組年 度 ） の 取 組年 度 ） の 取 組年 度 ） の 取 組     

２２２２ ---- １ ． 水 環 境 へ の 取 組１ ． 水 環 境 へ の 取 組１ ． 水 環 境 へ の 取 組１ ． 水 環 境 へ の 取 組     

町 で は 定 期 的 に 河 川 の 水 質 を 監 視 す る 目 的 で 年 ２ 回 の 水 質 検 査 を 継 続 し て い

ま す 。 （ 表 ２ 、 ３ 参 照 ）  そ の 結 果 、 主 な 項 目 （ 生 活 環 境 項 目 ） 中 、 p H ・ S S ・ B O D ・

D o は ほ ぼ 全 地 点 に お い て 環 境 基 準 を 満 足 し て い ま す が 、 大 腸 菌 群 数 に お い て は

冬 期 の 上 流 部 を 除 く 地 点 で 満 足 す る 結 果 が 得 ら れ ま せ ん 。  

 

略称

項目 生物化学的酸素要求量

8.5以下

2mg/l以下 1,000MPN/100ml以下基準値

6.5以上

25mg/l以下

群馬県の生活環境に関する環境基準（鏑川＝Ａ類型）

PH SS BOD 大腸菌

大腸菌群数水素イオン濃度 浮遊物質量

DO

容存酸素量

7.5mg/l以上

 

▼ 表 ２▼ 表 ２▼ 表 ２▼ 表 ２     河 川 水 質 調 査 結 果 （ 夏 期 ）河 川 水 質 調 査 結 果 （ 夏 期 ）河 川 水 質 調 査 結 果 （ 夏 期 ）河 川 水 質 調 査 結 果 （ 夏 期 ）  

PH SS BOD DO 大腸菌 PH SS BOD DO 大腸菌

2005 8.5 0.9 0.6 9.1 3,300 8.4 1.9 0.8 9.1 7,900

2007 7.9 2.5 0.5 9.0 1,100 7.9 2.5 0.9 9.0 3,300

2008 7.9 2.2 1.0 8.5 7,900 7.9 2.0 <0.5 8.8 7,900

2009 8.4 3.0 1.2 8.6 4,600 8.4 4.0 1.3 8.3 2,200

2010 7.9 14 1.0 8.7 1,300 7.8 15 1.0 8.7 1,400

2011 8.0 1.0 <0.5 8.3 4,900 8.0 2.0 0.7 7.9 7,900

2012 8.3 <0.1 <0.5 8.6 3,300 8.2 1.0 0.5 8.7 7,000

調査年

鏑　川　（不通橋） 鏑　川　（八千代橋）

 

PH SS BOD DO 大腸菌 PH SS BOD DO 大腸菌

2005 8.6 1.2 0.6 9.8 1,700 8.1 1.3 0.5 9.1 1,400

2007 7.8 2.5 <0.5 9.0 3,300 7.8 2.5 <0.5 8.9 4,900

2008 7.9 2.0 <0.5 8.8 11,000 7.7 4.3 <0.5 8.6 4,900

2009 8.2 6.0 0.9 8.7 2,400 7.9 18 0.7 8.6 7,900

2010 7.8 15 0.5 8.7 3,300 7.9 13 0.5 8.7 4,900

2011 8.0 1.0 0.5 8.1 49,000 8.0 2.0 <0.5 8.7 3,300

2012 8.1 1.0 0.8 8.9 3,300 8.0 1.0 <0.5 8.8 7,000

調査年

鏑　川　（安導寺） 鏑　川　（本宿）

 

PH SS BOD DO 大腸菌

2005 8.3 2.1 0.8 8.8 11,000

2007 7.9 1.3 <0.5 9.1 4,900

2008 8.0 0.4 <0.5 8.7 17,000

2009 8.7 2.0 1.0 8.4 1,400

2010 7.9 5.0 0.6 8.6 400

2011 8.4 <1.0 0.6 8.0 1,300

2012 8.3 <1.0 <0.5 8.8 4,600

調査年

南牧川　（長源寺橋）

 

▼▼▼▼ 表 ３表 ３表 ３表 ３     河 川 水 質 調 査 結 果 （ 冬 期 ）河 川 水 質 調 査 結 果 （ 冬 期 ）河 川 水 質 調 査 結 果 （ 冬 期 ）河 川 水 質 調 査 結 果 （ 冬 期 ）     

PH SS BOD DO 大腸菌 PH SS BOD DO 大腸菌

2005 8.2 1.9 0.9 13 7,900 7.8 5.4 2.0 13 240,000

2007 7.9 9.2 1.9 11 7,900 7.7 5.6 3.1 11 7,900

2008 7.8 2.3 0.5 12.3 4,600 7.8 5.4 2.7 11.7 2,600

2009 7.9 <1 0.6 12.2 4,600 8.0 3.0 1.3 12.0 13,000

2010 7.8 <1 0.5 12.0 17,000 7.6 2.0 1.1 12.0 49,000

2011 8.2 1.0 0.6 12.0 2,800 7.8 5.0 1.6 11.0 130,000

調査年

鏑　川　（不通橋） 鏑　川　（八千代橋）

 

PH SS BOD DO 大腸菌 PH SS BOD DO 大腸菌

2005 8.1 <0.5 0.5 14 3,300 7.8 2.1 <0.5 12 1,700

2007 7.8 0.9 0.6 11 3,300 7.8 6.3 0.7 11 790

2008 7.8 0.7 <0.5 12.3 790 7.8 1.1 <0.5 11.9 790

2009 8.0 <1 <0.5 12.9 700 7.8 1.0 <0.5 12.1 330

2010 7.9 <1 <0.5 12.0 2,200 7.8 <1 <0.5 12.0 920

2011 8.0 1.0 <0.5 12.0 3,300 7.8 <1 <0.5 11.0 490

調査年

鏑　川　（安導寺） 鏑　川　（本宿）

 

PH SS BOD DO 大腸菌

2005 8.2 1.4 0.8 13 3,300

2007 7.9 2.9 2.9 11 14,000

2008 7.9 1.5 0.7 11.7 3,300

2009 8.4 <1 0.6 12.2 490

2010 8.1 <1 1.3 11 11,000

2011 8.0 1.0 0.6 11.0 4,900

調査年

南牧川　（長源寺橋）
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▼▼▼▼ [[[[ 図 １図 １図 １図 １ ]]]]     森 沢 橋 及 び 八 千 代 橋 に お け る 大 腸 菌 群 数 の 推 移森 沢 橋 及 び 八 千 代 橋 に お け る 大 腸 菌 群 数 の 推 移森 沢 橋 及 び 八 千 代 橋 に お け る 大 腸 菌 群 数 の 推 移森 沢 橋 及 び 八 千 代 橋 に お け る 大 腸 菌 群 数 の 推 移 (((( 冬 期冬 期冬 期冬 期 ))))             
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図 １ は 市 街 地 内 （ 八 千 代 橋 ） に あ る 観 測 地 点 で の 大 腸 菌 群 数 の 経 年 変 化 を 示

し て い ま す 。  

こ の 図 で 表 さ れ て い る と お り 、 こ の 地 点 に お い て は 環 境 基 準 （ １ ， ０ ０ ０ M P N / １ ０ ０

m l 以 下 ） を 満 足 す る 年 度 は あ り ま せ ん 。 年 度 で 大 幅 な ば ら つ き が あ り 特 定 で き る 確

実 な 原 因 は 定 か で は あ り ま せ ん が 、 暖 冬 の 年 に 値 が 高 い 傾 向 が あ り ま す 。  

特 に 平 成 ９ 年 度 （ １ ９ ９ ７ 年 ） が 著 し く 高 い 数 値 と な っ て い ま す が 、 は っ き り し た 原

因 は わ か っ て お り ま せ ん が 、 河 川 の 水 温 や 水 量 の 減 少 も 何 ら か の 影 響 と 考 え ら れ ま

す 。  

次 の 図 ２ は 鏑 川 に お け る 市 街 地 の 上 流 ・ 市 街 地 内 ・ 下 流 の Ｂ Ｏ Ｄ 値 （ 生 物 化 学

的 酸 素 要 求 量 ） を 年 度 ご と に 示 し た も の で す 。  

▼▼▼▼ [[[[ 図 ２図 ２図 ２図 ２ ]]]]     鏑 川 の 汚 れ鏑 川 の 汚 れ鏑 川 の 汚 れ鏑 川 の 汚 れ （（（（ D O BD O BD O BD O B ）））） を み るを み るを み るを み る        

図 ２ か ら は 、 上 流 部 に 比 べ 市 街 地 内 及 び そ の 下 流 部 の 数 値 が 悪 く な る こ と が 伺

え ま す 。  
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こ れ は 自 然 環 境 に 由 来 す る 河 川 の 汚 れ に 加 え 、 各 家 庭 か ら 排 出 さ れ る 生 活 雑

排 水 の 流 入 量 が 人 口 密 集 地 で 増 加 し 水 中 の 微 生 物 の 活 動 が 活 発 に な る こ と が 、

そ の 要 因 の ひ と つ と 考 え ら れ ま す 。  

こ の こ と か ら 、 水 環 境 の 保 全 の た め に は 家 庭 か ら 排 出 さ れ る 生 活 雑 排 水 へ の 対

策 が 必 要 不 可 欠 と い え ま す 。  

町 で は 平 成 １ ９ 年 度 ま で 個 人 が 設 置 す る 合 併 浄 化 槽 に 対 し て 補 助 を 行 な っ て き

ま し た が 、 こ れ は い わ ゆ る 「 個 人 設 置 」 に 対 す る 補 助 制 度 で あ り 、 計 画 的 な 設 置 件

数 の 増 加 が 見 込 め な い 制 度 で あ る こ と か ら 、 平 成 ２ ０ 年 度 か ら 町 が 計 画 か ら 設 置 ま

で を 一 貫 し て 行 う 「 市 町 村 設 置 」 型 に 転 換 し て い ま す 。  

し か し な が ら 、 浄 化 槽 の 設 置 基 数 は 年 々 増 え て は い ま す が 、 町 全 体 の 戸 数 と 比

較 す る と 決 し て 多 く は あ り ま せ ん 。  

    

平 成 ２ ３ 年 度 ９ 月 末 現 在 の 世 帯 数 ３ ， ５ ３ ４ 世 帯 に 対 し 合 併 処 理 浄 化 槽 設 置

基 数 は ４ ８ ４ 基 （ 普 及 割 合 １ ６ ． ６ ９ % ） 、 こ れ に 対 し て 単 独 処 理 浄 化 槽 設 置 基 数 は

１ ， ６ ４ ４ 基 （ 普 及 率 ４ ６ ． ５ １ % ） で あ り 、 依 然 く み 取 り （ １ ， ４ ３ ７ 世 帯 ・ 普 及 率 ４ ０ ． ６ ６

% ） 若 し く は 単 独 処

理 浄 化 槽 の 割 合

が 高 い 状 況 で す 。  

 現 在 の 合 併 処 理

浄 化 槽 の 設 置 数

だ け で は 河 川 水 質

に 良 い 影 響 を 与 え

て い る と 言 い 切 れ

な い こ と は 、 図 ３ か

ら み て も 明 ら か で

す 。  

 単 独 処 理 浄 化

槽 と 合 併 処 理 浄

化 槽 を 比 較 し た 場       ▲▲▲▲ [[[[ 図 ３図 ３図 ３図 ３ ]]]] 主 な 観 測 地 点 に お け る Ｂ Ｏ Ｄ と 町 内 浄 化 槽 設主 な 観 測 地 点 に お け る Ｂ Ｏ Ｄ と 町 内 浄 化 槽 設主 な 観 測 地 点 に お け る Ｂ Ｏ Ｄ と 町 内 浄 化 槽 設主 な 観 測 地 点 に お け る Ｂ Ｏ Ｄ と 町 内 浄 化 槽 設 置 数置 数置 数置 数              

合 、 包 括 的 に 処 理               （ 世 帯 数 ・ 浄 化 槽 数 は 各 年 度（ 世 帯 数 ・ 浄 化 槽 数 は 各 年 度（ 世 帯 数 ・ 浄 化 槽 数 は 各 年 度（ 世 帯 数 ・ 浄 化 槽 数 は 各 年 度 ９９９９ 月 末 日 現 在 数 ）月 末 日 現 在 数 ）月 末 日 現 在 数 ）月 末 日 現 在 数 ）  

す る 分 だ け 合 併 処  

理 浄 化 槽 の 方 が 効  

果 的 で あ る こ と か ら 、 早 い 機 会 に 合 併 処 理 浄 化 槽 へ の 転 換 が 必 要 で す 。   

 

平 成 ２ ３ 年 度 の 市 町 村 設 置 型 設 置 基 数 は 、 前 年 に 引 き 続 き 個 人 が 負 担 す る

設 置 負 担 金 を 減 額 し ま し た が 、 ４ ３ 基 ／ 年 （ 前 年 度 １ ０ 基 増 ） で あ り 、 本 計 画 で 定 め

て い る 達 成 目 標 （ ５ ０ ～ １ ０ ０ 基 ／ 年 ） に 達 し て お ら ず 、 河 川 水 質 保 全 の た め に は 更

な る 普 及 促 進 が 必 要 で す 。 こ の 市 町 村 設 置 型 事 業 の 現 状 は 希 望 者 を 募 っ た う え

で 町 が 工 事 を 行 な っ て お り 、 個 人 設 置 型 補 助 と あ ま り 変 わ ら な い 受 け 身 の 施 策 と な
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っ て い ま す 。  

現 行 の ま ま で は 設 置 基 数 を 計 画 ど お り 増 や す こ と は 難 し い と 考 え ら れ 、 今 以 上 の

設 置 基 数 増 加 を 見 込 む た め に は 地 域 を 指 定 す る な ど 、 施 策 と し て 設 置 促 進 す る

必 要 が あ り ま す が 、 町 民 の ご 理 解 と ご 協 力 が 必 要 と さ れ て い ま す 。  

 

現 在 、 町 の ご み 分 別 に よ る と 廃 食 用 油 は 燃 え る ご み と し て 焼 却 処 分 さ れ る こ と と

な っ て い ま す 。 し か し 、 燃 え る ご み と し て 排 出 で き る よ う に す る た め の 手 間 を 惜 し み 、 そ

の ま ま 排 水 口 に 流 し て し ま っ て い る ケ ー ス も 考 え ら れ ま す 。  

こ う し た 直 接 放 流 は 、 環 境 に 与 え る 影 響 が 大 き い こ と か ら 、 廃 油 を 石 鹸 と し て リ サ

イ ク ル す る 取 り 組 み も 行 わ れ て い ま す 。  

石 鹸 に 再 加 工 す れ ば 、 河 川 に 流 入 し て も 油 の ま ま で い る よ り 自 然 浄 化 し や す い こ

と が 知 ら れ て い ま す 。 ま た 、 燃 や さ ず に 再 利 用 で き る こ と か ら 資 源 の 有 効 活 用 と い っ

た 観 点 か ら み て も 大 変 有 効 だ と 言 え ま す 。  

こ の よ う な こ と か ら 、 下 仁 田 町 商 工 会 女 性 部 で は 廃 食 用 油 を 持 ち 寄 り 石 鹸 化 す

る 取 組 み を 毎 年 継 続 的 に 実 施 し 環 境 保 全 に 取 り 組 ん で い た だ い て お り ま す 。  

ま た 、 平 成 ２ ３ 年 度 健 康 祭 に お い て 、 家 庭 用 廃 油 を 回 収 す る コ ー ナ ー を 設 置 し

好 評 を 得 ま し た 。 こ こ で 回 収 さ れ た 廃 油 は 、 下 仁 田 町 商 工 会 女 性 部 に 引 き 渡 さ

れ 、 廃 油 石 鹸 と し て 生 ま れ 変 わ り 、 各 種 イ ベ ン ト 等 で 販 売 さ れ て 好 評 を 得 て い ま す 。  

 

２２２２ ---- ２ ． 山 林 ・ 農 地 へ の 取 り 組 み２ ． 山 林 ・ 農 地 へ の 取 り 組 み２ ． 山 林 ・ 農 地 へ の 取 り 組 み２ ． 山 林 ・ 農 地 へ の 取 り 組 み     

ネ ギ と 蒟 蒻 の 特 産 の イ メ ー ジ が 強 い 農 業 は 、 高 齢 化 や 担 い 手 不 足 に よ り 遊 休 農

地 の 増 加 が 懸 念 さ れ て い ま す 。  

ま た 、 町 面 積 の 8 5 ％ を 占 め る 山 林 に つ い て も 、 不 在 地 主 （ 組 合 員 １ ， ４ ４ ０ 人 中  

２ ５ ％ が 町 外 所 有 者 ） 状 態 の 深 刻 化 や 、 世 代 交 代 な ど に よ り 親 か ら 相 続 し て も 、 そ

の 山 林 の 場 所 が 分 か ら な い な ど 、 山 林 は 放 置 状 態 に あ る の が 現 状 で す 。  

今 後 は 、 こ の よ う な 放 置 状 態 の 森 林 を ど の よ う に 減 ら し て い く か が 大 き な 課 題 と な

っ て お り 、 行 政 や 地 元 森 林 組 合 が 中 心 と な っ た 取 り 組 み を 引 き 続 き 実 施 し て い く こ

と が 必 要 と さ れ て い ま す 。  

【 近 年 の 成 果 】  

①  平 成 １ ９ 年 ９ 月 の 台 風 ９ 号 の 影 響 で 山 林 の 荒 廃 が 一 層 す す む と 同 時 に 、 作

業 道 が 崩 壊 す る な ど 森 林 整 備 の た め の 環 境 が 悪 化 し た た め 、 そ の 復 旧 作 業

を 実 施 。  

②  放 置 状 態 に あ る 山 林 を 良 好 な 状 態 に す る た め 、 林 業 事 業 体 が 負 担 す る 林 業

従 事 者 の 社 会 保 障 等 に 要 す る 経 費 の 一 部 を 町 が 補 助 す る な ど 様 々 な 支

援 。  

③  木 の 価 値 を 少 し で も 上 げ る こ と を 目 的 と し て 、 県 が 行 な っ て い る 「 ぐ ん ま の 木 で

家 づ く り 支 援 事 業 」 に よ り 補 助 を 受 け た 方 を 対 象 に 、 町 独 自 の 上 乗 せ 補 助 。  

④  馬 山 地 区 の 民 有 林 所 有 者 が 共 同 し て 民 間 企 業 と の 間 で 森 林 施 業 契 約 を

結 び 、 所 有 者 の 持 ち 出 し 無 し で 間 伐 を 実 施 す る こ と に 成 功 し 、 山 林 の 手 入 れ
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の 一 形 態 が 確 立 。  

 

農 地 に つ い て も 遊 休 農 地 の 有 効 活 用 を 目 指 し 次 の よ う な 試 み を 実 施 し て い ま す

が 、 今 後 も 県 と 町 が 中 心 と な り 問 題 解 消 に 向 け 引 き 続 き 対 策 を 講 じ て い き ま す 。  

【 近 年 の 成 果 】  

①  試 験 的 に 遊 休 農 地 に 和 牛 を 放 牧 し 雑 草 を 食 べ さ せ る こ と で 荒 廃 農 地 の 解

消 や 高 騰 す る 牛 の 飼 料 代 問 題 の 解 消 の 取 り 組 み 。  

②  地 域 住 民 が 共 同 し て 、 農 地 ・ 農 業 用 水 等 資 源 の 良 好 な 保 全 や 環 境 の 向 上

を 図 る 取 り 組 み 支 援 や 、 農 業 後 継 者 の 確 保 と 育 成 を 図 る た め 認 定 農 業 者

制 度 の 普 及 や 家 族 経 営 協 定 締 結 の 推 進 。  

 

２２２２ ---- ３ ． 自 然 ・ 生 き も の へ の 取 り 組 み３ ． 自 然 ・ 生 き も の へ の 取 り 組 み３ ． 自 然 ・ 生 き も の へ の 取 り 組 み３ ． 自 然 ・ 生 き も の へ の 取 り 組 み  

主 な 取 り 組 み は 、 農 作 物 被 害 に 対 す る 有 害 鳥 獣 駆 除 等 で 、 生 き 物 の 保 護 政

策 と し て の 目 立 っ た 取 り 組 み は 行 な わ れ て い ま せ ん 。   

 

図 ４ は 、 町 内 の 公 共 の 場 所 で 死 亡 し た 野 生 動 物 の 回 収 数 を 示 し た も の で す 。  

こ の 野 生 動 物 の 死 亡 回 収 の 大 部 分 は 当 町 の 主 要 な 道 路 で あ る 国 道 2 5 4 号 で  

自 動 車 に 引 か れ た 小 型 動 物 （ タ ヌ キ や ハ ク ビ シ ン 等 ） で す が 、 近 年 、 夜 間 に 大 型 ト

ラ ッ ク 等 に 激 突 す る 大 型 動 物 （ シ カ 、 イ ノ シ シ 等 ） の 事 故 が 急 増 し て お り 、 運 転 者 人

身 事 故 が 懸 念 さ れ て い ま す 。  

ま た 、 こ の よ う な 大 型 動 物 の

死 骸 が 国 道 に 置 き 去 り に さ れ

た 場 合 に 大 き な 交 通 事 故 に

つ な が る 恐 も あ り 、 早 急 の 死 骸

撤 去 が 求 め ら れ ま す が 、 夜 間

国 道 で の 動 物 死 骸 撤 去 は 作

業 員 へ 危 険 が 及 ぶ た め 、 一

時 道 路 脇 に 除 け て お き 、 夜 が

明 け て か ら 死 骸 撤 去 作 業 と し

て い ま す 。                  ▲ [[[[ 図 ４図 ４図 ４図 ４ ]]]] 町 内 公 共 の 場 所 で 回 収 し た 野 生 の 死 亡 動 物 数町 内 公 共 の 場 所 で 回 収 し た 野 生 の 死 亡 動 物 数町 内 公 共 の 場 所 で 回 収 し た 野 生 の 死 亡 動 物 数町 内 公 共 の 場 所 で 回 収 し た 野 生 の 死 亡 動 物 数  

 

２２２２ ---- ４ ． ご み の 減 量 へ の 取 り 組 み４ ． ご み の 減 量 へ の 取 り 組 み４ ． ご み の 減 量 へ の 取 り 組 み４ ． ご み の 減 量 へ の 取 り 組 み                     

私 た ち が 生 活 す る う え で 必 ず

出 る も の が 「 ご み 」 で あ り 、 こ れ を い

か に 減 ら す か が 現 代 社 会 に お け

る 大 き な 課 題 と な っ て い ま す 。 こ の

よ う な こ と か ら 、 ご み 減 量 へ の 第

一 歩 と し て 生 ご み 処 理 機 を 購 入  

                               ▲ 【 図▲ 【 図▲ 【 図▲ 【 図 5555 】 生 ご み 処 理 機 の 普 及】 生 ご み 処 理 機 の 普 及】 生 ご み 処 理 機 の 普 及】 生 ご み 処 理 機 の 普 及 状 況状 況状 況状 況     
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し た 方 へ の 補 助 （ 本 体 価 格 の １ / ２ で 最 大 ２ ５ ， ０ ０ ０ 円 ま で ） を 継 続 し ま し た 。   

生 ご み 処 理 機 は 、 生 ご み を 乾 燥 ・ 減 量 化 す る こ と で 、 家 庭 菜 園 等 の 肥 料 と し て

再 利 用 で き 、 仮 に 燃 え る ご み と し て 排 出 す る 場 合 で も 燃 え や す く な る と い う メ リ ッ ト が

あ り ま す 。  

し か し 、 生 ご み 処 理 機 の 補 助 実 績 は 平 成 ２ ０ 年 度 ４ 基 、 平 成 ２ １ 年 度 ３ 基 、 平 成

２ ２ 年 度 １ 基 、 平 成 ２ ３ 年 度 は ５ 基 で し た が 、 今 後 も 普 及 の た め の 補 助 事 業 等 を 実

施 し て い き ま す 。  

 

図 ６ は 、 地 区 や 団 体 が 行 な う 廃 品 回 収 （ 有 価 物 集 団 回 収 ） に 対 す る 補 助 の 実

績 で す 。 こ の 集 団 回 収 は 、 ご み の 減 量 化 と 資 源 の 有 効 活 用 に 貢 献 し て い ま す 。  

集 団 回 収 量 が 平 成  

１ ８ 年 度 に 大 幅 に 減 少 し

て い る の は 、 平 成 １ ８ 年

度 予 算 の 都 合 上 、 学 校

に 対 し て の み 補 助 金 を

交 付 し た （ 上 限 設 定 有

り ） た め に 回 収 量 が 大 幅

に 減 少 し た も の で す 。  

平 成 １ ９ 年 度 以 降

は 、 補 助 単 価 の 減 額 （ ８

円 → ５ 円 ） は し た も の の

制 度 と し て は 復 活 し て い  

ま す 。  

し か し 、 一 度 回 収 し な                                               ▲ 【 図 ６ 】 有 価 物 集 団 回 収 の 推 移▲ 【 図 ６ 】 有 価 物 集 団 回 収 の 推 移▲ 【 図 ６ 】 有 価 物 集 団 回 収 の 推 移▲ 【 図 ６ 】 有 価 物 集 団 回 収 の 推 移  

く な っ た た め 、 そ の ま ま 再  

開 し な い 団 体 も あ り 、 回 収 団 体 数 ・ 回 収 量 と も 平 成 １ ７ 年 度 な み ま で は 回 復 し て い

ま せ ん 。  

ま た 、 平 成 ２ ４ 年 度 か ら は 小 学 校 ４ 校 が １ 校 に 統 合 さ れ る こ と に と も な い 、 各 小 学

校 P T A が 中 心 と な っ て 実 施 し て い た 集 団 回 収 活 動 の 衰 退 が 懸 念 さ れ ま す 。  

こ の よ う な こ と か ら 、 区 長 会 議 で 回 収 参 加 の 呼 び か け や 、 新 た な 参 加 団 体 を 募 っ

て お り ま す が 、 高 齢 化 等 に よ り 新 た な 団 体 の 発 掘 に は い た っ て お り ま せ ん 。            

 

図 ７ は 、 ご み 排 出 の 様 子 を 年 度 別 に 示 し た も の で す 。 こ の 図 か ら は 、 ご み 排 出 総

量 は や や 減 少 傾 向 に あ る も の の 、 燃 え る ご み 排 出 量 に は あ ま り 変 化 が な い 様 子 や 、

直 接 搬 入 ご み 量 が 一 貫 し て 全 体 の ４ 分 の １ 程 度 を 占 め て い る 様 子 が う か が え ま す 。          

直 接 搬 入 し た 場 合 、 ２ ０ ０ ㎏ / 月 未 満 で あ れ ば 排 出 に 係 る 費 用 が 無 料 で あ り 、 町

指 定 ご み 袋 を 使 用 す る 必 要 も な い た め 、 あ え て 持 ち 込 ん で い る 町 民 が 存 在 す る も の

と 思 わ れ ま す 。                        
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直 接 搬 入 で あ っ て

も 処 理 費 用 が か か る

こ と に 変 わ り は な い の

で 、 直 接 搬 入 ご み に

関 し て も 何 ら か の 課

金 を し な け れ ば 、 指 定

袋 を 使 い ス テ ー シ ョ ン

に 排 出 し て い る 住 民 と

の 均 衡 が 保 て な い こ と

か ら 、 是 正 の た め の 何

ら か の 措 置 が 必 要 と

思 わ れ ま す 。                            ▲ 【 図 ７▲ 【 図 ７▲ 【 図 ７▲ 【 図 ７ 】 ご み 排 出 の 様 子】 ご み 排 出 の 様 子】 ご み 排 出 の 様 子】 ご み 排 出 の 様 子                                           

ご み 排 出 総 量 に 比  

べ 、 燃 え る ご み 量 に あ ま り 変 化 が 見 ら れ な い と 言 う こ と は 、 逆 に い え ば 排 出 総 量 に 占

め る 燃 え る ご み 量 が 増 し て い る と 言 う こ と で あ り 、 ご み 減 量 化 や 資 源 化 の 観 点 か ら あ

ま り 良 い こ と と は 言 え ま せ ん 。 実 際 の 処 理 の 様 子 を 図 ８ に 示 し ま す 。     

    

図 ８ か ら も 、 ご み 総

量 に 比 べ て 焼 却 さ れ

て い る 量 の 比 率 が 上

昇 し て い る 様 子 が 分

か り ま す 。 逆 に 資 源 化

さ れ る 量 は 平 成 １ ８ 年

度 を ピ ー ク に 減 少 し て

い る 様 子 が う か が え ま

す 。  

 ご み の 分 別 方 法 を

見 直 す な ど し て 、 資 源                            

化 量 を 増 や し 、 焼 却

さ れ る ご み 量 を 減 ら す

努 力 が 求 め ら れ ま す 。          ▲ 【 図 ８ 】▲ 【 図 ８ 】▲ 【 図 ８ 】▲ 【 図 ８ 】 排 出 さ れ た ご み の 処 理 別 量 の 推 移排 出 さ れ た ご み の 処 理 別 量 の 推 移排 出 さ れ た ご み の 処 理 別 量 の 推 移排 出 さ れ た ご み の 処 理 別 量 の 推 移  

    

図 ９ で 一 人 一 日 あ た り の ご み 排 出 量 を 見 る と 、 平 成 １ ９ 年 度 ま で の 増 加 傾 向 か ら

一 転 し 、 微 減 傾 向 に あ り ま し た が 、 平 成 ２ ２ 年 度 か ら は 増 加 傾 向 と な っ て い ま す 。 こ

の こ と か ら 、 減 量 化 ・ 資 源 化 を さ ら に 推 進 し 、 ご み 排 出 量 そ の も の を 減 ら す 工 夫 も 必

要 に な り ま す 。                      

ま た 、 家 庭 か ら 出 る ご み 以 外 で は 、 道 路 上 へ の ポ イ 捨 て や 不 法 投 棄 が 問 題 と な

っ て い ま す が 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 な ど が 清 掃 活 動 や ご み 拾 い を 行 な い 景 観 美 化 に 努

め る ほ か 、 町 が シ ル バ ー 人 材 に 委 託 し 週 2 回 （ 火 ・ 金 曜 ） 実 施 し て い る 、 美 化 パ ト ロ
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ー ル の 巡 視 、 回 収 を 引 き 続 き 実 施 し ま し た が 、 長 野 県 境 の 内 山 パ イ パ ス を 中 心 に

ポ イ 捨 て が 頻 繁 に 続 い て お り ド ラ イ バ ー の マ ナ ー 改 善 が 必 要 と さ れ て い ま す 。  

 し か し な が ら 、 不 法 投 棄 対 策 と し て 法 投 棄 監 視 を う た っ た マ グ ネ ッ ト シ ー ト を 町 全

庁 用 車 に 貼 付 し 、 「 監 視 し て い る 」 こ と を 促 す こ と に よ り 、 ポ イ 捨 て の 抑 止 に 努 る 他 、

富 岡 警 察 署 下 仁 田 分 署 と も 連 携 し 不 法 投 棄 行 為 者 を 特 定 す る 努 力 を す る な ど 、

投 棄 を 許 さ な い 体 制 づ く り に 取 り 組 み ま し た 。                          

    ▲ 【 図 ９ 】 一 人 一 日 あ た り の ご み 排 出 量 の 推 移▲ 【 図 ９ 】 一 人 一 日 あ た り の ご み 排 出 量 の 推 移▲ 【 図 ９ 】 一 人 一 日 あ た り の ご み 排 出 量 の 推 移▲ 【 図 ９ 】 一 人 一 日 あ た り の ご み 排 出 量 の 推 移                         ▲ 【 図 １ ０ 】 美▲ 【 図 １ ０ 】 美▲ 【 図 １ ０ 】 美▲ 【 図 １ ０ 】 美 化 パ ト ロ ー ル の 実 績化 パ ト ロ ー ル の 実 績化 パ ト ロ ー ル の 実 績化 パ ト ロ ー ル の 実 績     

    

２２２２ ---- ５ ． 省 エ ネ ・ 省 資 源 へ の 取 り 組 み５ ． 省 エ ネ ・ 省 資 源 へ の 取 り 組 み５ ． 省 エ ネ ・ 省 資 源 へ の 取 り 組 み５ ． 省 エ ネ ・ 省 資 源 へ の 取 り 組 み  

 私 た ち の 生 活 は 、 化 石 燃 料 に 依 存 す る 割 合 が 非 常 に 高 い も の と な っ て い ま す が 、

こ の ま ま 化 石 燃 料 を 使 い 続 け れ ば そ う 遠 く な い 将 来 、 こ の 地 球 上 か ら 化 石 燃 料 が

無 く な る 日 が 来 る と さ れ て い ま す 。  

 図 １ １ は 経 済 産 業 省 が ホ ー ム ペ ー ジ で 公 表 し て い る 、 我 が 国 の 一 次 エ ネ ル ギ ー 国

内 供 給 の 推 移 を 示 し た も の で す 。 こ の 図 か ら は 、 石 油 を 起 源 と し た エ ネ ル ギ ー が 、 依

然 と し て エ ネ ル ギ ー 全 体 の 約 半 分 を 占 め て い る 様 が わ か り ま す 。  
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▼▼▼▼ [[[[ 図図図図 1 11 11 11 1 ]]]] 我 が 国 の 一 次 エ ネ ル ギ ー 国 内 供 給 の我 が 国 の 一 次 エ ネ ル ギ ー 国 内 供 給 の我 が 国 の 一 次 エ ネ ル ギ ー 国 内 供 給 の我 が 国 の 一 次 エ ネ ル ギ ー 国 内 供 給 の 推 移推 移推 移推 移     

        出 典 ： 経 済 産 業 省 Ｈ Ｐ ＞ キ ッ ズ ペ ー ジ ＞ 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー出 典 ： 経 済 産 業 省 Ｈ Ｐ ＞ キ ッ ズ ペ ー ジ ＞ 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー出 典 ： 経 済 産 業 省 Ｈ Ｐ ＞ キ ッ ズ ペ ー ジ ＞ 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー出 典 ： 経 済 産 業 省 Ｈ Ｐ ＞ キ ッ ズ ペ ー ジ ＞ 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー     

            h t t p : / / w w w . m e t i . g o . j p / i n t r oh t t p : / / w w w . m e t i . g o . j p / i n t r oh t t p : / / w w w . m e t i . g o . j p / i n t r oh t t p : / / w w w . m e t i . g o . j p / i n t r o / k i d s / e c o l o g y / 1 5 . h t m l/ k i d s / e c o l o g y / 1 5 . h t m l/ k i d s / e c o l o g y / 1 5 . h t m l/ k i d s / e c o l o g y / 1 5 . h t m l     

                        

図 1 2 は 、 我 が 国 の 発 電 電 力 量 の 推 移 を 示 し た も の で す が 、 こ の 図 か ら も 、 発 電

電 力 の 約 6 割 が 石 炭 や Ｌ Ｎ Ｇ （ 液 化 天 然 ガ ス ） 等 の 化 石 燃 料 に よ る こ と が 理 解 で き

ま す 。 町 行 政 の 取 り 組 み と し て は 、 限 り あ る 資 源 の 有 効 活 用 の た め に 、 夏 は ク ー ル ビ

ズ 、 冬 は ウ ォ ー ム ビ ズ を 実 践 、 ま た 町 の 関 係 す る 施 設 に お い て ゴ ー ヤ の 栽 培 に よ り

「 み ど り の カ ー テ ン 」 を 作 成 、 適 正 温 度 を 守 る こ と で エ ネ ル ギ ー 消 費 削 減 に 努 め ま し

た 。  

ま た 、 国 の グ リ ー ン ニ ュ ー デ ィ ー ル 事 業 （ 平 成 2 1 年 度 ） を 活 用 し 、 保 健 セ ン タ ー の

窓 ガ ラ ス に 断 熱 フ ィ ル ム を 貼 付 し 冷 暖 房 効 率 向 上 を 図 る と 共 に 、 照 明 器 具 の 約 半

数 を 消 費 電 力 量 の 少 な い Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 に 取 り 替 え 、 省 エ ネ ル ギ ー の 実 践 に 努 め て お

り 、 使 用 電 力 量 及 び 都 市 ガ ス （ G H P 冷 暖 房 ） の 節 約 に 効 果 が あ ら わ れ て い ま す 。  

ま た 、 役 場 庁 用 車 に ハ イ ブ リ ッ ト 車 を 導 入 （ 3 台 ） し 直 接 的 な 燃 料 削 減 を 行 っ て

い る の を は じ め 、 老 朽 化 し た 普 通 自 動 車 の 買 替 を 軽 自 動 車 に す る な ど 、 燃 費 を 重

視 す る 試 み も 進 め て い ま す 。  

 

町 連 合 婦 人 会 で は マ イ バ ッ グ キ ャ ン ペ ー ン 運 動 を 推 進 し 広 く 町 民 に 周 知 、 省 資

源 化 の 取 り 組 み を 行 な っ て い ま す 。  

レ ジ 袋 削 減 に 関 し て は 、 群 馬 県 を 中 心 と し て 全 て の 市 町 村 及 び 大 手 ス ー パ ー マ

ー ケ ッ ト 事 業 者 並 び に 消 費 者 団 体 が 参 加 し た 「 群 馬 県 レ ジ 袋 無 料 配 布 中 止 協 議

会 」 が 設 置 さ れ 、 レ ジ 袋 の 無 料 配 布 の 中 止 （ 必 要 者 に は 1 枚 5 円 販 売 ） に 向 け た

取 り 組 み が 開 始 さ れ ま し た が 、 一 部 ス ー パ ー 業 者 か ら の 反 対 も あ り 協 議 は ス ト ッ プ し

て い ま す 。  
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▼ ［ 図▼ ［ 図▼ ［ 図▼ ［ 図 1 21 21 21 2 ］ 我 が 国 の 発 電 電 力 量 の 推 移 （ 一 般 電 気 事 業 用 ）］ 我 が 国 の 発 電 電 力 量 の 推 移 （ 一 般 電 気 事 業 用 ）］ 我 が 国 の 発 電 電 力 量 の 推 移 （ 一 般 電 気 事 業 用 ）］ 我 が 国 の 発 電 電 力 量 の 推 移 （ 一 般 電 気 事 業 用 ）     

                                                                                                                                            出 典 ： 図 １ １ に 同 じ出 典 ： 図 １ １ に 同 じ出 典 ： 図 １ １ に 同 じ出 典 ： 図 １ １ に 同 じ     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

２２２２ ---- ６ ． 景 観 へ の 取 り 組 み６ ． 景 観 へ の 取 り 組 み６ ． 景 観 へ の 取 り 組 み６ ． 景 観 へ の 取 り 組 み  

下 仁 田 町 景 観 条 例 景 観 条 例 が 平 成 2 4 年 1 月 1 日 か ら 施 行 さ れ 、 町 の 良 好

な 景 観 の 保 全 及 び 創 造 す る こ と 並 び に 景 観 法 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る

こ と に よ り 、 「 町 民 み ん な で の ぞ む 下 仁 田 の 景 観 」 と し て 、 町 民 一 人 ひ と り が 親 し み と

愛 着 と 誇 り を 持 て る 下 仁 田 の ま ち の 風 景 を 次 世 代 に 引 き 継 い で い く こ と を 目 的 と し

て い ま す 。  

 

２２２２ ---- ７ ． 生 活 環 境 へ の 取 り 組 み７ ． 生 活 環 境 へ の 取 り 組 み７ ． 生 活 環 境 へ の 取 り 組 み７ ． 生 活 環 境 へ の 取 り 組 み  

生 活 環 境 に 関 す る 規 制 な ど は 、

主 に 水 質 汚 濁 ・ 大 気 汚 染 ・ 震 動 ・

騒 音 ・ 悪 臭 と い っ た 「 公 害 」 と 呼 ば

れ る も の に 限 ら れ て い ま す 。 図 1 3 か

ら は 、 寄 せ ら れ る 苦 情 等 の 件 数 は

減 少 傾 向 に あ る も の の 、 そ の ほ と ん

ど が 廃 棄 物 投 棄 や そ の 他 （ 野 焼 き

等 ） と な っ て い ま す 。                 

苦 情 が 寄 せ ら れ た 場 合 に は 、 直

ち に 現 場 に 赴 い て 指 導 （ 口 頭 注 意

や 文 書 交 付 ） し て お り 、 野 焼 き 行 為                       ▲ 【 図▲ 【 図▲ 【 図▲ 【 図 1 31 31 31 3 】】】】     公 害 ・ 苦 情 発 生 件 数公 害 ・ 苦 情 発 生 件 数公 害 ・ 苦 情 発 生 件 数公 害 ・ 苦 情 発 生 件 数  

は 減 少 に あ り ま す が 、 テ レ ビ な ど の  

不 法 投 棄 や ポ イ 捨 て な ど の 迷 惑 行 為 に つ い て は 、 現 行 犯 に よ る 検 挙 が 必 要 と な り
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ま す 。  

し か し な が ら 、 住 所 や 氏 名 な ど 投 棄 し た 者 が 特 定 で き る 場 合 （ 手 紙 、 領 収 書 、 写

真 ） に は 、 富 岡 警 察 暑 （ 下 仁 田 交 番 ） と 連 携 し 、 検 挙 す る な ど 迷 惑 行 為 の 防 止 に

向 け た 啓 発 を 実 施 し て 行 き ま す 。   

          

２２２２ ---- ８ ． 環 境 へ の 意 識８ ． 環 境 へ の 意 識８ ． 環 境 へ の 意 識８ ． 環 境 へ の 意 識     

環 境 を 良 く し て い く に は 、 ま ず 私 た ち 一 人 ひ と り が 環 境 に 対 す る 意 識 を 高 め る こ と

が 必 要 で あ り 、 同 時 に 自 然 の 環 境 保 護 も 重 要 と な っ て い ま す 。  

当 町 は地 質 の 宝 庫 と い わ れ 、 日 本 で も 5 本 の 指 に 入 る ほ ど 貴 重 な 場 所

と 言 わ れ て い ま す 。     

特 に 「 跡 倉 ク リ ッ ペ 」 は 、日 本 列 島 形 成 に 関 す る 多 様 な 地 殻 変 動 の 痕 跡 を

見 る こ と が で き 「 日 本 の 地 質 百 選 ※ １ 」 に も 選 定 さ れ て い ま す 。  

現 在 、 こ の よ う な 地 質 群 は 日 本 ジ オ パ ー ク に も 認 定 さ れ 、 今 後 は 世 界 ジ オ パ ー ク

へ の 認 定 を 目 指 し 、 下 仁 田 町 自 然 史 館 を 拠 点 に 取 り 組 み を 展 開 し て い ま す 。  

▼ 表▼ 表▼ 表▼ 表 4444     下 仁 田 町 地 質下 仁 田 町 地 質下 仁 田 町 地 質下 仁 田 町 地 質 1 01 01 01 0 選選選選         

 

 

 

                    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


